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和
歌
山
県
田
辺
市
と
南
方
熊
楠
邸
保
存
顕
髭
会
は
、
第
九
回
南
方
熊
楠

賞
(
人
文
の
部
)
に
元
国
立
民
族
学
博
物
館
教
授
で
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
民

族
学
研
究
に
大
き
な
業
績
が
あ
っ
た
加
藤
九
一
昨
(
き
ゅ
う
ぞ
う
)
氏
(
花
)

H東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
東
町
二
ノ
四

O
ノ
二

O
Hを
選
び
ま
し
た
。

授
葺
式
と
記
念
講
演
は
四
月
十
七
日
午
後
一
時
半
か
ら
、
岡
市
内
の
ホ
テ

ル
で
行
い
ま
す
。

加
藤
氏
は
学
生
時
代
に
学
徒
動
員

で
出
征
、
敗
戦
後
シ
ベ
リ
ア
で
五
年

間
に
わ
た
る
抑
留
生
活
を
送
り
、
こ

の
と
き
に
ロ
シ
ア
語
を
独
習
し
ま
し

た
。
帰
国
後
、
上
智
大
学
を
卒
業
し

て
平
凡
社
に
入
社
。
編
集
者
と
し
て

活
躍
す
る
か
た
わ
ら
、
ユ
ー
ラ
シ
ア

の
歴
史
民
族
学
研
究
者
と
し
て
業
績

を
あ
げ
、
「
シ
ベ
リ
ア
の
歴
史
」
「
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
の
十
字
路
」
な
ど
の
著

書
や
数
多
く
の
訳
書
を
刊
行
し
ま
し

た。
十
八
年
間
勤
務
し
た
平
凡
社
を
退

社
後
、
上
智
短
期
大
学
助
教
授
を
経

て
、
国
立
民
族
学
博
物
館
教
授
(
一加藤九詐氏

九
七
五
一
九
八
六
年
)
と
な
り
、

そ
の
後
、
創
価
大
学
教
授
な
ど
で

研
究
・
教
育
に
従
事
。
現
在
も
中

央
ア
ジ
ア
の
仏
跡
の
発
掘
調
査
を

し
て
い
ま
す
。

代
表
的
な
著
書
は
、
大
阪
大
学

へ
提
出
し
た
博
士
論
文
で
、
後
に

刊
行
さ
れ
た
「
北
東
ア
ジ
ア
民
族

学
史
の
研
究
」
で
す
。
同
書
は
、

江
戸
時
代
の
漂
流
者
た
ち
ゃ
間
宮

林
蔵
な
ど
の
シ
ベ
リ
ア
民
族
に
関

す
る
記
録
を
、
ロ
シ
ア
や
欧
米
の

文
献
と
あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

歴
史
民
族
学
の
新
し
い
分
野
を
開

拓
し
た
研
究
で
あ
る
と
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

旧
ソ
連
領
時
代
の
シ
ベ
リ
ア
や

中
央
ア
ジ
ア
で
の
現
地
調
査
は
き

わ
め
て
困
難
で
し
た
が
、
加
藤
氏

は
旧
ソ
連
に
広
い
人
脈
を
も
ち
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
内
陸
部
を
く
ま
な
く

調
査
旅
行
し
て
、
先
駆
者
と
し
て

第

9
回
南
方
賞
決
定

4
期
に
わ
た
り
南
方
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

南
方
ゼ
ミ
関
連
イ
ベ
ン
ト

南
紀
熊
野
体
験
博
を
開
催

の
役
割
を
果
た
し
、
後
進
の
研
究

者
た
ち
に
道
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
、
ロ
シ

ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
名
誉
歴
史

学
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
文

化
省
芸
術
研
究
所
名
誉
博
士
の
称

号
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和
五
十

一
年
に
第
三
回
大
沸
次

郎
賞
、
平
成
六
年
に
大
同
生
命
地

域
研
究
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
経
歴
に
み
る
よ
う
に
、

加
藤
氏
は
ア
カ
デ
ミ
ニ

ズ
ム
に
所

属
し
な
い
在
野
の
研
究
者
と
し
て

出
発
し
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
内
陸
部
全

域
に
わ
た
る
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー

ク
を
行
い
、
古
今
東
西
の
文
献
資

料
を
集
め
て
研
究
を
ま
と
め
て
き

ま
し
た

。
そ
の
「
比
較
の
視
点
」

や
「
知
的
探
究
心
」
、
研
究
の
姿
勢

は
、
在
野
に
あ
り
な
が
ら
終
生
研

究
に
打
ち
込
ん
だ
南
方
熊
楠
に
通

じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

。
加
醸
氏
の
コ
メ
ン
ト
八
〉

私
の
生
涯
で
こ
の
上
な
い
光
栄
で

す
。
私
は
自
分
を
天
才
南
方
先
生
と
比

べ
る
気
持
ち
な
ど
毛
頭
あ
り
ま
せ
ん

が
、
強
い
て
共
通
点
を
探
せ
ば
「
独
学
」 盗畿

建謬 !被議
普
段
着
の
南
方
熊
楠
⑪

熊
楠
ゆ
か
り
の
地
①中

瀬
喜
陽
氏

ひ
き
岩
群
の
い
き
も
の
た
ち

熊
楠
研
究
1
号
刊
行

と
「
学
問
好
き
」
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

南
方
先
生
の
学
問
に
対
す
る
情
熱
と
環

境
保
全
に
対
す
る
熱
意
を
体
し
、
南
方

賞
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
今
後
も
精
進
す

る
覚
悟
で
す
。

授
賞
式
と
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

南
方
熊
楠
邸
保
存
顕
彰
会
は
、
第
九

回
南
方
熊
楠
賞
授
賞
式
・
記
念
講
演

と
、
受
賞
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
の
出
席
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
会
場
は
い
ず
れ

も
、
田
辺
市
文
里
(
も
り
)
一
丁
目
の

ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
・
ハ
ナ
ヨ
で
す
。

授
賞
式
は
同
日
午
後
一
時
半
か
ら
行

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
加
藤
九
詐
氏
の

講
演
「
中
央
ア
ジ
ア
仏
塔
(
ス
ト
ヮ

l

パ
)
の
起
源
と
そ
の
変
容
」
が
あ
り
ま

す
。
定
員
三
百
人
。
受
賞
記
念
パ
ー
テ

ィ
ー
は
午
後
四
時
か
ら
で
、
定
員
五
十

人
、
会
費
は
二
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
の
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は

次
の
通
り
で
す
。
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